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本校国語科では，「参照する力」と題し，「他者の言説や情報を引き合いに出しなが

ら，自分の考えを深め表現する力」の育成を図ってきました。これは，学習指導要領

に新設された「情報の扱い方に関する事項」にも関わりがあります。この「参照する

力」を育成するための手立てとして，授業の中で「情報を操作的に扱う」場面を意図

的に設定してきました。   

これを踏まえて，今年度は「情報を すること」と「情報を させること」，

「情報を させること」等を意識して 1 人１台の端末を活用してきました。 

｢俳句を作って句会を開こう｣  （3 年 書くこと） 
 

Ⅰ 授業内容（ロイロノートを使用） 
①前時までに，学んだ知識や表現技法を用いて１人１句作っておく。  

②４人班（×９班）になりそれぞれの俳句を吟味し，班の中の優秀句を決める。 

③各班の優秀句を，無記名で教員のロイロノートに送る。 

④教員から送られた９作品を個人で鑑賞してクラスの「最優秀句」を決め，ロイ 

ロノートのアンケート機能を使って投票する。 

 

 

Ⅱ 端末使用の効果 

・上記の②～④の流れ(情報の )を， 

紙媒体に比べ非常にスムーズに行う 

ことができた。 

・③の時点（各班の優秀句を送る）で 

誤字を修正したり，推敲して助詞を 

変えたりしてよりよい状態で提出で 

きた。 

・最優秀句を選ぶ際に作者がわから 

ない状態で行うことができるため， 

余計な外的要因が入りにくい。 

公平性が高まる。 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢根拠を吟味して書こう ～図書館の分館の新設～｣（２年 書くこと） 
 

Ⅰ 授業内容（ロイロノートを使用） 

①課題テーマについて意見文を書く。 

②ロイロノートの「比較」機能で共有しグ 

ループで互いに読み合い意見を交換する。 

 ③前時の「根拠を吟味する視点」を踏まえ， 

より説得力のある文章にするための指摘 

や助言を文章やカードに書いて返送する。 

 ④指摘や助言を参考に文章を推敲する。 

 

Ⅱ 端末使用の効果 

・書いた文章を複数人で同時に できるようになったことで，グループでの話し

合いも円滑に進められるようになった。 

・読み手の指摘や助言を したことで，口頭で指摘や助言を伝えるよりも，推

敲すべきポイントが明確になり，推敲をより的確に進めることができた。 

｢中心を明確にして話そう ～目指せ！宇大附属中の大統領～｣  

（１年 話すこと・聞くこと） 
 

Ⅰ 授業内容（Google jamboard を使用） 

① 演説原稿 A・B を比較し，それぞれの長所・短所を分析する。 

② ①で分析したことを踏まえ，「よりよく演説をするためのポイント」を考える。 

Ⅱ 端末使用の効果  

 ・グループごとに思考ツールを背景に設定したシートを使用することで，生徒それ

ぞれの思考を するのと同時に することができる。 

 ・情報を しながら，比較や分類など 的な見方・考え方を働かせる場面を創

り出すことができる。それが対話の活性化を生み，生徒の考えを広げたり深めた

りすることにつながる。 

 



意見を交換している様子 

社会科 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢ヨーロッパ州は，EU への統合を進めるべきだろうか？｣   

（１年 地理的分野） 

Ⅰ 授業内容                    

 ヨーロッパ州の単元において，主にヨーロッパ連合について学習を進めてきた最

後に，「ヨーロッパ州は，EU への統合を進めるべきだろうか？」という問いに対す

る各自の考えをまとめる授業です。  

Ⅱ 端末を使用するねらい 

 バタフライチャートで，EU 統合のメリットとデメ

リットを多面的に考えさせます。また，回答共有の機

能を使い，級友全員の「統合を進めるべき」「進めるべ

きではない」の立場と，そのように考えた理由を確認

させることで，自らの考えと比較したり，考えをより

深めたりすることができます。 

本校社会科では，1 人 1 台の端末を活用して，「かかわり合う力」の育成に取り組んでき

ました。「かかわり合う力」とは，さまざまな意見や考えを発表したり，対話や議論をした

りすることを通して，思考や理解を深めていくことができる力である，と考えています。

ペアやグループ，時にはクラス全員で力を合わせて課題を解決するなど，協同して取り組

むことで力を伸ばすことができる生徒の育成を目指しています。 

具体的には，ロイロノートを使用してのワークシートの配付や提出，評価後の返却を行

ったことに加え，回答共有の機能で「賛成」「反対」の立場を明確に，そして瞬時に示した

り，ベン図やウェビングなどのシンキングツールを使用したりしての授業実践などを数多

く行いました。 

昨年度と比べ，分からないことをすぐに調べて理解を深めたり，自分の考えや立場を明

確にして他者に伝えたりする姿が見られます。今後も１人１台の端末を有効活用し，生徒

の力を伸ばしていく授業実践を追究していきます。 

 

バタフライチャート 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「来年度予算の効果的な使い道を考えよう」 

Ⅰ 授業内容                  （３年 公民的分野） 

 財政の授業のまとめにおいて，学習内容を生かしながら，根拠と財源を示し，来年

度予算の使い道を提案する授業です。現代社会の特色を考慮しながら，「効率と公正」

や「希少性」などの社会的な見方・考え方に着目させます。 

Ⅱ 端末を使用するねらい 

 相互評価を記入させる際に，生徒間 

共有の機能によって時間の短縮が図られ， 

効率的に学習を進めることができます。 

 

 

「1970 年代はどのような時代だったのだろう？」 

Ⅰ 授業内容                  （３年 歴史的分野） 

 1970 年代を代表する出来事を班で 4 つ選び， 

全体で議論することで，その出来事の意義や時代の 

特色をつかむ授業です。 

Ⅱ 端末を使用するねらい 

 班で選んだ出来事を記したテキストを瞬時に共有・ 

比較することで，発表の時間を短縮し，より深い思 

考へとつなげることができます。 



数学科 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢標本調査｣  （3 年 標本調査） 

Ⅰ 授業内容 

1100 個のデータの平均値を，標本平均で推定するうえでどれくらいの標本の大

きさが必要になるかについて考察していく。 

Ⅱ 端末を使用するねらい「作業時間短縮による時間効率の向上」 

 ① Excel を用いて，標本を取り出す作業や，標本平均を求める時間を短縮する。 

 ② ロイロノートの画像転送機能で，板書の画像記録を個人に転送することで， 

時間の効率化を図る。 

 

 

 

 

本校数学科では，1 人 1 台の端末を活用することの効果について考察してきました。 

 今年度，考察の結果として見えてきたことが３つあります。 

 

① 作業時間短縮  ②視覚的な把握の補助  ③生徒間の情報共有 

 

①については，板書，ワークシート等をロイロノートで一斉配付することや，表計算ソフ

トの使用により，従来かかっていた作業時間が短縮され，生み出された時間を生徒の探

究活動に当てることができるようになりました。 

②については，今までは図形ソフトを使って教師が PC 上で操作したものを投影してきま

したが，各個人が端末で自由に閲覧および操作できるようになったことで，より思考を

深める支援をすることができるようになりました。 

③については，全員の考えを一斉に共有することで，より様々な考え方に触れる機会を提

供することができるようになりました。 

②a ロイロで撮影した板書画像 ②b 板書画像の転送 ①Excel における作業内容 
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｢慣性の法則を理解しよう｣  （3 年 エネルギー分野） 

Ⅰ 授業内容 

 等速で動く人が，離したボールの動きと，その落

下する地点を予想します。実際に 2 階の廊下を歩く

生徒がバスケットボールを落とします。他の生徒は

自分で動画の撮影を行い，動画を加工してボールの

軌跡を導き出します。 

Ⅱ 端末を使用するねらい 

 自分で現象を記録し，スローモーションにした

り，点を打ったりするなどの分析を行いました。物

体の「慣性」について自分の予想との違いを解決し，

概念の理解を深めることができました。 

本校理科では，1 人 1 台の端末を活用して，「学びをつなげる力」の育成に取り組んでき

ました。「学びをつなげる力」とは，授業の中で，既習概念や日常体験，友人の考えなどを

繋ぎ合わせ，妥当性のある自分の考えを創り出すことができる力である，と考えています。

課題に対して，上記のようなさまざまな要素を繋ぐことで，「なんとなく・・・」ではなく，

妥当性のある考えを導き出すことのできる生徒の育成を目指しています。 

GIGA スクール構想の 1 年目として，今年度よりロイロノートによってワークシートの

配布・回収・評価を行ったことに加え，実験記録の作成や実験のようすを記録し詳細に分

析をする，シュミレーションアプリを使い仮想実験を行う，などの実践を数多く行いまし

た。 

昨年度と比べ，化学変化のようすを生徒が動画で記録し詳しく見返すなどの姿が見られ

ます。現象を深く観察することで，細部にまで生徒たちの「気づき」が広がっていることを

感じています。 

また，１人１台の端末を授業の中で有効に活用することが，生徒のより深い思考や妥当

性のある自分の考えの創造に寄与することがわかってきました。 

 

ボールを離した瞬間 

ボールが地面に落ちる瞬間 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢脊椎動物の分類｣ （1 年 生命分野） 

Ⅰ 授業内容 
 タブレットを使用して，脊椎動物を分類する授業を行いました。生徒

たちは，まず右図のように動物の体の特徴を基にした分類表をホワイト

ボードで作成しました。その後，分類表をタブレットに取り込み，新たに

提示された動物の写真を分類表に当てはめる形で分類していきました。 

分類の際に特徴に注目させることで，脊椎動物の共通点や相違点に気

付かせることを目的とし，授業を構想しました。 

Ⅱ 端末を使用するねらい 
 タブレット端末を使用するねらいは以下の 2 点。 

・解像度の高い画像を使うことで，特徴を拡大して観

察させる。 

・アプリ上で写真を使って分類させることで何度もや

り直しができる環境にする。 

授業の中でも上記 2 点の様子が見られました。また，

授業後の生徒の感想の中にもそのような記述が見て取

れました。

 

｢身近なお菓子の 2 種類の粉は何なのかを推理しよう｣  （2 年 化学分野） 

Ⅰ 授業内容 

身近にある化学反応を取り入れたお菓子を例に 

「酸性」「中性」「アルカリ性」の性質を探り、推 

理した「１の粉」と「２の粉」の成分が何なのか 

をお菓子の成分表から予想します。「紫キャベツの 

色のもと（アントシアニン色素）をつかった pH に 

よる色の変化」と「酸と重曹による発泡」の実験 

を観察します。 

Ⅱ 端末を使用するねらい 

今回の実践で端末を使用するねらいとして， 

①観察，実験のデータ処理やグラフ作成に用いて， 

規則性や類似性を見い出す 

②カメラと ICT 端末の組合せをして，観察，実験の 

結果の分析や総合的な考察を裏付ける 

③クラウド上で共有して，各班の実験結果を比較したり，考察を共有したりする 

以上の 3 点があげられます。生徒は,実験結果を動画で記録したことで，実験の結果を何度も見

返したり，また，考察の共有の場面でも現象を見せながら自らの考えを説明したりすることで，ア

ントシアニン色素の色がｐH によって変化する物質の性質の理解を深めることができました。 

結果（気づいたこと） 

1 の粉（重曹） 1 の粉と 2 の粉（クエン酸） 



外国語科（英語） 
 

 

 

 

 

 

「授業ふりかえりカード」  

 

振り返りをデジタルに 

紙のシートを回収，配付をする手間がかかるため，これまで週の最後にまとめて提

出させていた「授業ふりかえりカード」を，今年度からは「ロイロノート・スクール」

の「カード」形式に変更しました。「提出箱」機能を使って，毎回の授業の終わりに

提出（送信）させています。始めは戸惑う生徒もいましたが，今は iPad での入力に

すっかり慣れ，丁寧に振り返りができています。生徒の学習状況をより細やかに見る

ことができるため，教師は生徒が必要な時に助言を与えたり，次時の授業改善に役立

てたりすることができ，大変有意義です。 

 

本校外国語科（英語）では，これまでも積極的に ICT を授業で活用してきましたが，GIGA

スクール構想が本格的に始まった今年度（令和 3 年度）からは生徒 1 人 1 台 端末（キー

ボードのカバー付きの iPad）を，ほぼ毎回の授業で活用するほどになりました。実際に本

校で活用している場面を 2 つ紹介します。 



 

「Kahoot」  

 

全員参加のクイズ活動を 

教師が自由に質問を作りクイズのプログラムを作ることができる「Kahoot」とい

う無料のアプリを適宜活用しています。生徒は自分の端末からクイズにログインし，

クラス全体で競いながら楽しく問題を解くことができます。教師は生徒の解答を確

認することができるので，アイスブレークとしての活動はもちろん，教科書本文を読

んだ後で，内容をどれだけ理解しているか確認するために活用するなど，工夫次第で

色々な場面に応用することができます。 

 


